
東京都市計画第一種市街地再開発事業の決定（品川区決定） 

都市計画戸越公園駅北地区第一種市街地再開発事業を次のように決定する。 

名    称 戸越公園駅北地区第一種市街地再開発事業 

施行区域面積 約０．６ｈａ 

公共施設の 

配置 

及び規模 

道路 

種  別 名  称 規  模 備  考 

幹線街路 補助線街路第２９号線 別に都市計画に定めるとおり 拡幅 

区画街路 品川区画街路第８号線 別に都市計画に定めるとおり 新設 

建築物の整備 

建築面積 
延べ面積 

（容積対象面積） 
主要用途 高さの限度 備  考 

約１,９００㎡ 
約２８,９００㎡ 

（約１９,９００㎡） 
住宅、店舗、駐車場等 ＧＬ＋１１０ｍ 

高さは、建築基準法施行令第２条 

第１項第６号に定める高さとする。 

建築敷地の整備 

建築敷地面積 整備計画 

約３,３００㎡ 

・隣地境界は壁面を後退し、北側既成市街地に配慮するとともに、地域の憩いの場としての広場を敷地の２０％以上確保する。 

・広場内は東西に貫通する歩行者動線機能を確保する。 

・道路境界線から高度利用地区の制限に従い壁面を後退し、ゆとりある歩行者空間を形成する。 

・商店街に面する部分については、にぎわいの創出を図る。 

住宅建設の目標 
戸  数 面  積 備  考 

約２９０戸 約２８,０００㎡ 延床面積 

参 考 地区計画区域内及び高度利用地区内にあり。 

「施行区域、街区の配置及び公共施設の配置、建築物の高さの限度及び壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり」 

理由：土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図り、安全で快適な魅力ある複合市街地を形成するため、第一種市街地再開発事業を決定する。 








